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ふりがな ふりがな コ ー ド 北緯 東経 調査面積
所収遺跡名 所 在 地 度分秒 度分秒

調査期間 調査原因
市町村 遺跡番号 m 

頭ず 塔
長た
高

かば
畑
良企防品電

町
aう会良市 29201 37度 135度 1978. 7 .17 約700m’ 史跡復原

19分 50分 整備事業
32秒 11中」レ 1998. 2. 26 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

頭 塔下古墳 古 墳 古墳時代 横穴式石室 土師器 ・ 須恵器 頭塔建設時に上半部が破壊さ

鉄製武器 ・ 馬具 れたことが判明。

鉄製工具

装身具
頭 塔 寺 院 奈良時代 仏 塔 瓦 土を積み上げ石で覆い階段状

石 仏 に築いた特異な構造の仏塔。

江戸時代 銭貨 琉王白玉 基壇と塔身を検出し、規模を
土師器・須恵器 確定した。塔身には下層と上
石 塔 層の 2 時期ある。下層は 3 段

石製品 と推定でき、上層は 7 段。上

金属製品 層には44箇所の仏禽があり、
石仏を安置する。




